
 

 

 

 

 

 

                                 

                                                                                                                                                          

                                         

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム（公益財団
法人多摩市文化振興財団）学芸員。首都大学
東京・東京医療学院大学非常勤講師。 

 

梅雨になりました。雨が降ったら家

でのんびりしたいところですが、農家

の方にとっては雨でも休むわけにはい

きません。「今昔 くらしぶり図絵」の七

月の候にも、雨に濡れながらの農作業

のことが書かれています。そして 7月

はどんどん成長する雑草との戦いだっ

たようです。 

農家にとって田畑に生える雑草は、

せっかく苦労して作物に与えた肥料の

養分を横取りする憎らしい存在です。

しかし、その生態から見えてくるした

たかさには興味深いものがありますの

で、その一部をご紹介しましょう。 

水田雑草にタイヌビエという種類が

あります。この植物は、イネと同じよ

うなスピードで成長しますが、イネと

そっくりな姿をして農家の方の目を欺

いて生き延びます。そして稲刈り前に

は種子を実らせ、稲刈り作業の時に種

子が土の中に練り込まれ、来年の準備

が完了します。逆に、稲刈り後の水田

に生えるタネツケバナといった水田雑

草は、田起こし前に種子を実らせ、田

起こしの時に種子が土の中に練り込ま

れます。 

畑にも色んな雑草が生えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢今昔 くらしぶり図絵｣より 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前、多摩市内の農家の方にお話を伺

ったのですが、雑草が畑に生えている

と手抜きしているのがすぐ近所に知れ

て恥ずかしいので、草取りは頻繁にお

こなったそうです。そうすると植物の

方は、次の草取りまでに急速に成長し、

種子を実らせる戦略に出ます。敵もさ

る者。何千年もの間続いている人間と

雑草とのいたちごっこは終了しそうも

ありません。 

さて、「今昔 くらしぶり図絵」に戻り

たいと思いますが、「田の草取り」では

ブヨ（ブユ）やアブに悩まされた記述

があります。ブヨは幼虫が川の中で成

長しますが、水質汚染に弱く、今では

奥多摩など山地の渓流沿いにでも行か

ない限り、ブヨに襲われることはあり

ません。大変な思いをされた農家の方

には申し訳ないと思いつつ、昔の多摩

の小川はブヨが棲めるほど良い水質だ

ったことに驚きと羨望を覚えました。 

参考：「今昔 くらしぶり図絵」（峰岸松三著、 
   私家版、1992年） 

 

◆ ７月１５日(土)  開場 17:30  開演 18:00 

 

筆者紹介：仙仁 径(せんに けい) 
パルテノン多摩歴史ミュージアム（公益財団
法人多摩市文化振興財団）学芸員。多摩市み
どりと環境審議委員。「多摩の谷戸と農のい
となみ」「多摩ニュータウン植物観察記」な
どの展示をてがける。 

夏から秋にかけては台風の季節です

ね。私たちの身近な場所には、江戸時

代の台風被害の名残りとも言える石造

物が残されています。今回はそれをご

紹介しましょう。 

多摩市落合にある落合白山神社の拝

殿の向かって左側の敷地に、写真のよ

うな「土公神」があるのをご存じでし

ょうか。土公神は地神塔の一種で、土

の神様を祀ったものです。 

この土公神をよく見てみると、台石

に「下落合講中／安政五戌午二月吉祥

日」という文字 1)が刻まれており、今

から 159年前の、安政 5年（1858）に

下落合の人々によって建てられたこと

が分かります。この土公神には、建て

た際の古文書も残されており、建立の

理由がさらに詳しくわかります。 

古文書には、「安政三辰年八月廿五

日夜、大風ニ付、天道松吹おれ候間、

売払、右代金ならびに村中勧化いたし、

土公神建立いたし候」と記されていま

す。安政 3年（1856）8月 25日に吹い

た大風により「天道松」が吹き折れて

しまったため、「天道松」を売り払い、

そのお金に村中の人々の勧化（寄附） 

を加えて、

土公神を建

立したとい

うのです。 

ここに登

場する「天

道松」は、

名前の通り

高い場所に

あり、人々

の目印とな 

 

 

七月の候 

 

 
会  場 ： ロビー    入場料 ： ￥500 (小学生以下無料) 

出  演 ： 小川 和隆（ギタリスト） 

曲  目 ： 禁じられた遊び、春よ来い、第三の男、ベネズエラ・ワルツ ほか 

主  催 ： 文化部会 

タネツケバナ(多摩市文化振興財団撮影) 

 

東京芸術大学音楽学部楽理科卒業。東京国際ギター

コンクール第１位。 

ギターを小原聖子に師事。スペインにて N.イエペス

に十弦ギターを学ぶ。 

野口体操を元に、身体の自然な動きによる演奏法を

研究している。 

スエルトン・ギタースクール主宰。 

 

 

差し替え 

 

 

しょうぶかん 

 

発行： 2017 年 6 月 25 日 （隔月発行）     No.043 
唐木田コミュニティセンター運営協議会 編集： 広報部会 

公式ホームページ：http://karakida.org/ 

メールアドレス：info@karakida.org 

るような立派な松だったのではないか

と思われます 2)。そのような天道松を

倒すほどの｢安政 3年の大風｣とは一体

どのようなものだったのでしょうか。 

実は、この大風は、関東各地に大き

な被害をもたらした台風でした。被害

が大きかったため、多くの史料が残っ

ています。連光寺村の名主・富澤氏が

書いた記録にも登場します。 

それによれば、この大風は、連光寺・

関戸・寺方・乞田・貝取などで家や小

屋を潰し、府中の大國魂神社の樹木の

半分以上を折り、登戸村で 20軒、谷保

村で 40軒をつぶすなどして、多摩川を

決壊させました 3)。港では「津波」と

呼ばれる高潮が発生し、鎌倉では鶴岡

八幡宮まで「津波」が押し寄せるなど、

多くの被害がありました。 

前年の安政の大地震に見舞われた江

戸にとって、この大風は、地震の被害

冷めやらぬ地域に追い打ちをかけるよ

うな災害でもあったことでしょう。 

落合白山神社の土公神は、この安政

3年の大風の影響を、ひっそりと現在

に伝える証でもあるのです。 

 
1)本稿の石仏の銘は、石仏調査会ボランティアの成

果および『開発を見つめた石仏たち』をもとに
記載しました。 

2)土公神塔は、多摩ニュータウン開発の際に尾根の
上のほうから現在地に降ろされています。かつ
ての所在地は天道松の旧在地に近い場所に建て

られていたといいます。 

3)パルテノン多摩歴史ミュージアム特別展｢災害と
多摩｣は 7月 23日(日)まで。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6丁目 14番地 TEL: 042-338-6333   休館日：第 2・第 4月曜日 

 ※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ定休日：毎週月曜日、祝祭日  

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（４） 「今昔 くらしぶり図絵」を植物から読み解く（３） 

 

 

仙 仁  径 

 落合白山神社の土公神塔 

 

■小川 和隆 （おがわ かずたか） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

唐木田コミュニティセンター 総会開催 

去る 5月 13日(土)運営協議会「第 7回定期総会」が、

市長、市議会議長ほかの来賓および協議会委員多数の

出席を得て開催。平成 28年度の事業報告や決算報告、

同 29年度の事業計画や予算、役員選任などの議案が審

議され、全議案とも原案通り可決されました。 

詳しくはホームページ http://karakida.org/ 

 

パソコン教室 

～ やさしい Windows10入門（初級） ～ 

☆日 時： 7月  6日、13日、20日、27日 

8月  3日 毎週木曜 10:00～12:00 

☆場 所：第 2会議室 

☆定 員：5名(申込み先着順 受付 10:00～) 電話受付可 

☆受講料：3000円(5 回分一括納入) 

☆機 器：ノートパソコン(Windows10)を貸与 

☆主 催：地域 ICT化支援特別委員会 

（1990年アメリカ映画） 

 

 

 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時：7月 18日(火) 14:00～16:00 

     ※8月は休みです。次回は 9月 19日(火)を予定 

☆場 所：1階第１会議室 

☆参加費：無料(直接会場へ) 

     ※相談員は社協・包括の職員。相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会、 

     多摩センター地域包括支援センター 

 

 
絵本よみきかせ ～ おはなしのいす ～ 

☆日 時：7月 1日(土) 11:00～11:40 

     8月 5日(土) 11:00～11:40 

☆場 所：2階和室(事前の申込み不要) 

※絵本は誰もが楽しめ心を豊かにしてくれます 

☆主 催：福祉部会  

☆問合せ：042-376-4538（白石） 

 

 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、菖蒲館は四季折々、様々な草花で

いっぱいです。協力員の方々とご一緒にご参加下さい。 

☆日 時：7月 15日(土)10:00～ 

     8月 19日(土)10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆主 催：まちづくり部会  

ペチュニア  

運営委員募集中 

唐木田コミュニティセンター運営協議会は菖蒲館の運

営と地域のための活動をボランティアで行っていま

す。健康スポーツ、福祉、文化、まちづくり、総務企

画、広報の６部会があります。ご参加をお待ちしてい

ます。             問合せは受付まで 

紹介ページ http://karakida.org/organization/recruit/ 

 

 

 

  

ワールドキャンパス多摩 国際交流イベント 

～ 世界の若者たちが今年も多摩にやってきます ～ 

☆日 時：8月 6日(日) 14:00～ 対面式＆歓迎会 

☆場 所：2階ホール 

☆後 援：文化部会 

☆問合せ：042-338-8416(中村） 

 

 

 

菖蒲館ウォーキング(予告) 

〜ブルーベリー摘みとウォーキング〜 

☆日 時：７月下旬～8月中旬(学校夏休み中 2回開催)  
☆コース：①ウォーキングも楽しみたい方におすすめ 

      コースと ②ブルーベリー摘みを主とす

るコース(往復路線バス利用）  

☆定 員：①、②コースとも 20名(申込み先着順） 

☆参加費：お一人 100円(保険代ほか） 

      交通費は各自お支払い願います 

☆場 所：町田市図師町の農園 

☆持ち物：飲み物、帽子、敷き物、バス代など 

      歩きやすい靴と服装で！ 

     ※詳細日程は 7月 1 日に菖蒲館に掲示 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

ハロー From Shobukan 

 

夏休み子どもイベント 

～ つみ木広場 in 菖蒲館 ～ 

☆日 時：8月 26日(土)10:00～15:00 

☆場 所：児童館 遊戯室 

☆内 容：たくさんのつみ木で遊びます 

☆参加費：入場無料(幼児は保護者同伴） 

☆主 催：広報部会、児童館 

☆協 力：多摩都市建築設計協会 

☆問合せ：児童館(042-338-2277) 

または菖蒲館受付 

 

 

からきだ菖蒲館広報紙 

映画鑑賞会 

ゴースト 
強盗に襲われ命を落とした男は、幽霊となって恋人の側に現れるが、
彼女には彼の存在がまるで伝わらない。やがて自分を殺した強盗が彼
女にも迫っている事を知った男は、彼の声を聞く事の出来る霊媒師の
力を借りて危険を知らせようとするが……。 
第 63 回アカデミー賞 助演女優賞 脚本賞 受賞 

監督：ジェリー・ザッカー 

出演：パトリック・スウェイジ、デミ・ムーア、 

      ウーピー・ゴールドバーグ 

☆日 時：7月 5日(水) 上映 14:00～ 

☆場 所：2階ホール  (上映時間：128分) 

☆参加費：無料 (事前の申込み不要､直接会場へ) 

☆主 催：福祉部会映画同好会 

 

インパチェンス 

 

次号は 8月 27日 発行予定 

◆ ７月２９日(土)  開場 13:30 開演 14:00 

会 場： 2階ホール  入場料 \500  

      ※小学生以下無料 

出 演： 三笑亭 可龍  

主 催： 文化部会    ※前売りは６/27(火) 10:00 より 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

 

  

三笑亭可龍 納涼独演会 
■三笑亭 可龍 プロフィール 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 69回 7月 16日(日) 9:00～11:00 
第 70回 8月 20日(日) 9:00～11:00 

毎月 1回実施（原則第 3日曜日）     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

1978 年 東京都府中市出身 

1996 年 九代目三笑亭可楽に入門 

1997 年 可壽男（かずお）で前座 

2001 年 二ツ目昇進 三代目可龍となる 

2010 年 真打昇進 

可楽師匠譲りの確かな古典の味わい

は若手では特筆ものです。 

 

 

  

10月 14日(前夜祭)、15日(日)開催決定 


